
   
 

 

   

 

     

 

 
 

 
 

 

  

館
長 

山
田
和
男 

 
 

 

今
年
度
「
夕
鶴
の
里
」
と 

「
民
話
会
ゆ
う
づ
る
」
の
三
十

周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

記
念
事
業
を
通
し
て
、
こ
れ 

ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
今
後
益
々
の
発
展
を

期
す
契
機
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で 

す
。 

■
映
像
ホ
ー
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
の
更
新 

 
 

 
 

 

          

■
語
り
部
さ
ん
全
員
集
合 

「
民
話
ま
つ
り
」
の
実
施 

 

■
祝
賀
会
の
実
施 

 
■
案
内
板
の
更
新 

 
 

（
お
り
は
た
駅
・
地
区
内
） 

 

■
記
念
誌
の
発
行 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

会
長 
白
岩
け
い
子 

  
 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
三
十
周 

 
 

 

年
記
念
事
業
「
民
話
ま
つ
り
」 

 

を
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た 

の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の

ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と

厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

顧
み
ま
す
と
、
三
十
二
年

の
長
き
間
に
は
幾
多
の
試
練

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

夕
鶴
の
里
関
係
者
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
語
り
部

の
人
員
も
一
定
の
確
保
が
で

き
、
全
国
よ
り
観
光
で
お
越

し
の
来
館
者
は
じ
め
、
市
内

外

の

幼

稚

園

児

・

保

育

園

児
・
小
学
生
の
来
館
者
へ
の

語
り
と
高
齢
者
サ
ロ
ン
・
老

人
会
・
各
施
設
へ
の
出
前
語

り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
で
会

員
が
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。 

 

十
月
十
五
日
（
日
）
の 

「
民
話
ま
つ
り
」
で
は
、
会

員
全
員
が
語
り
を
発
表
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

当
日
の
順
番
で
会
員
を
ご

紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

 

一
「
泥
棒
の
手
」 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木
恵
子 

 

二
「
白
竜
湖
の
琴
の
音
」 

 
 

 
 

 
 

 

髙
野 

民
子 

 

三
「
三
人
の
若
衆
」 

 
 

 
 

 
 

 

大
竹 

和
子 

 

四
「
若
返
り
の
水
」 

 
 

 
 

 
 

 

佐
藤
久
美
子 

 

五
「
勇
気
の
あ
る
小
僧
っ
子
」 

 
 

 
 

 
 

 

堀 
 

敏
子 

 
六
「
鶴
の
恩
返
し
」 

 
 

 
 

 
 

 

白
岩
け
い
子 

 

七
「
や
ぎ
み
す
地
蔵
」 

 
 

 
 

 
 

 

齋
藤 

和
子 

 

八
「
双
松
の
物
語
」 

 
 

 
 

 
 

 
髙
橋 

弘
美 

 

九
「
み
の
わ
の
な
げ
き
」 

 
 

 
 

 
 

 

伊
藤 

進
司 

 

十
「
屁
た
れ
嫁
ご
」 

 
 

 
 

 
 

 

中
條 

先
子 

十
一
「
善
根
の
功
徳
」 

 
 

 
 

 
 

 

髙
橋 

大
吉 

十
二
「
真
心
の
一
文
銭
」 

 
 

 
 

 
 

 

松
橋 

信
子 

十
三
「
こ
う
れ
ん
」 

 
 

 
 

 
 

 

安
部 

晶
子 

 

会
員
一
同
、
尚
一
層
の
研

鑽
を
積
み
努
力
を
重
ね
て
い

く
所
存
で
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
愛
顧

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。 

 
 

                  

三
十
周
年
記
念 

 

代表して白岩会長より  

あいさつがありました  

           



 

山
形
大
学 

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
民
話
語
り
部 体

験
講
座
」 

 

今
年
も
、
山
形
大
学
フ
ィ
ー

ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
民
話
語

り
部
体
験
講
座
」
が
十
月
七
日

(

土)

か

ら
十
一

月
二
十

五

日
(

土)

ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

山
形
大
学
の
三
年
生
十
六
名

が
受
講
し
、
民
話
語
り
部
体
験

を
主
に
、
南
陽
市
の
「
民
話
ゆ

か
り
の
地
め
ぐ
り
」
や
「
そ
ば

打
ち
体
験
」「
機
織
り
体
験
」
な

ど
も
行
い
ま
す
。 

 

第
一
日
目
の
十
月
七
日
は
開

講
式
が
行
わ
れ
、
講
師
の
紹
介
、

学
生
の
自
己
紹
介
や
、
講
師
五

名
の
民
話
を
聴
き
ま
し
た
。 

初
対
面
同
士
で
最
初
は
緊
張

し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
班

ご
と
に
分
か
れ
て
民
話
語
り
部

体
験
が
始
ま
る
と
、
講
師
と
学

生
が
楽
し
く
会
話
し
て
い
て
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

   

二

日

目

の

十

月

二

十

八

日

(

土)

は
、
語
り
部
体
験
を
し
た

後
、
午
後
か
ら
は
、
南
陽
市
の

民
話
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
ま
し

た
。 心

配
し
て
い
た
天
候
も
、
ゆ

か
り
の
地
め
ぐ
り
の
間
は
何
と

か
も
ち
、
珍
蔵
寺
か
ら
は
じ
ま

り
、
熊
野
大
社
、
妹
背
の
松
、

蛙
石
、
十
分
一
山
、
白
竜
湖
、

結
城
豊
太
郎
記
念
館
、
稲
荷
森

古
墳
と
全
行
程
を
巡
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 
 

                          

      
  

今
年
は
十
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
も
暖
か
い
日
が
続
い
て 

お
り
、
夕
鶴
の
里
に
も
多
く
の

お
客
様
が
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
関
係
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
自
治
会
や

サ
ロ
ン
、
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
団
体
様
も
多
く
来
館
し
て

い
ま
す
。 

 

夕
鶴
の
里
は
小
さ
い
お
子
様

か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
資
料
館
で
す
。 

 

語
り
（
民
話
・
昔
話
）
を
聞

い
て
、
「
懐
か
し
か
っ
た
～
」 

「

心

が

温

か

く

な

っ

た

～

」

「
楽
し
か
っ
た
～
」
と
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

最
初
は
堅
い
表
情
だ
っ
た
お

客
様
も
、
語
り
（
民
話
・
昔
話
）

を
聞
い
た
後
は
、
穏
や
か
で
、

優
し
い
、
に
こ
や
か
な
顔
に
な

っ
て
帰
ら
れ
ま
す
。 

 
も
っ
と
多
く
の
方
に
昔
ば
な

し
の
よ
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で

す
。 

 

今
後
共
、
多
く
の
お
客
様
に

楽
し
ん
で
頂
け
ま
す
よ
う
、
民

話
会
ゆ
う
づ
る
、
職
員
一
同
で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

  

                                    

珍蔵寺にて  

「副住職のお話し」  

妹背の松にて  

「二本の松が途中で繋がっています」 

10 月 19 日（木）来館  

 南陽高校２年生  ４名様  

「地域探究学習」  

”方言って温かいね～“  

10 月 24 日（火）来館  

 赤湯幼稚園５歳児様  

“今日は暖かいね～！  

お弁当も美味しい！！“  

 

10 月 31 日（火）来館  

 沖郷小学校 3 年生様  

 「社会科見学」  

“あれ？！何か見えた～” 


